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は じめに

すで に第三次 ポエ ニ戦争 について は,そ の 戦 争 の 原 因 を縷 々述 べ て きた。北

アー フリカー におけ るマ シニ ッサの ヌ ミデ ィア王国 の直接 的な侵掠挑発,そ し

て ロ ーマ元 老 院 内部 にお け るマ ール クス ・ポ ルキ ウス ・カ トーのカル タゴ壊滅

論 とスキー ピオー ・ナー シカーのい わゆ る 「脅威 の釣合」論,と い った ふ う に,

ロ ー マ の対 カル タ ゴ政 策 あ るい は第三次 ポエ ニ戦争 の原 因な どにつ いて はすで

に述 べ て い る1)の で,当 稿 に お い て は,実 際 に生 じた 戦 争 の 経 緯 をス キ ー ピ

オー ・アエ ミリア ーヌス を中心 にお き,述 べ て い きた い。

と もか く,時 間 的 に も空 間 的 に も遠 い 地 中海世界 の中で生 じた カル タゴの滅

亡 ほ ど現代 の我 々,特 に我 々 日本 人 に とって シ ョ ッキ ングな出来事 はそ うあ る

もので はないであろ う。 とい うの も,こ の カル タゴ と現代 日本 との 間 には,何

か しら時 間 を越 え,距 離 を越 え,似 た もの 同士 的 な何 か をイ メ ー ジさせ る もの

が あ るか らで はないだろ うか。 また立場 が異 なる といえ ども,森 本 哲 郎 氏 は そ

の著 書 「あ る通 商 国家 の興亡 カル タゴの遺書 」(PHP研 究所,1989年)の 中 で,

カ ル タ ゴ とロ ーマ を 『経 済大 国(通 商国家)』 と 『軍 事 大 国 』 と対 比 しつ つ,論

をす す め,そ の あ とが き(269頁)に お い て,「 二 千 年 以 上 も前 に栄 え た 『通商

国家 』カル タゴ と,現 代 の 『経 済 大 国 』 日本 のお か れてい る状況 はよ く似 てい

る。私 は この稿 を したため なが ら,カ ル タ ゴの 悲 史 が 決 して ひ とご ととは思 え
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なかった。私 は過去の歴史を安易 に,現 代 のそれと結びつけるつ もりはないが,

…」 と述べているが,あ る意味で正 しく正鵠 をえているのではないだろうか。

また同様 なことを以前,弓 削達氏が 「古代貿易大国の滅亡 カルタゴ」(アラン・

ロイド著,木 本彰子訳,河 出書房新社,1983年)の 解説の中で,以 下のように述べ

ている。すなわち,「 こんにち,ひ とはカルタゴの歴史 を読 んで何 を思 うであ

ろうか。経済立国の弱 さを思 うであろうか。軍事力補強の必要 を説 くのであろ

うか。貿易大国の,『 砂上楼閣』性 を憂 うるであろうか。 もしそれだけのこと

であるな ら,歴 史の教訓 とは,あ まりに浅簿な,短 見的なことしか教 えて くれ

なかったことになる。大国の横暴,大 国同士の意地のつ っぱ り合い,そ して一

国利害のみを視野にお く外交の基本意識。それが もし今,こ の核の世界 に暴走

したなら,何 が起 こるか。このことをこそ,カ ルタゴは無言のうちに物語って

いると言 うべ きであろう。」 と。 ここにこそ,カ ルタゴが歴史の中で,滅 亡後

も脈々として生 き続 けているという事実があるのではないか。つ ま り,忘 却の

彼方 として,忘 れ去 ることので きない何 かが存在するのであろう。

ところで,共 和政 にはいったころのローマ と地中海西部で絶対的な商業圏 を

確保 していたカル タゴとの問で当初は通商条約が締結 された りしていたのであ

るが,一 旦 その利害が関係 して くると,ポ エニ戦争 という前後三回にわたる地

中海世界 における雌雄 を決する戦いで もって覇権 を争 っている。そ してローマ

その もの もこの三度のポエニ戦争 を経ることによって,い わゆる 『イタリァ半

島のローマ』か ら 『地中海世界のローマ』へ と飛翔 している。また内政面にお

いて も大土地所有形態へ と移行 している。その両者の三度にわたる戦いの中で

最初か らその勝負がみえていたのが最期 に行なわれた第三次ポエニ戦争であっ

た。つまりローマの勝利 は揺 ぎのない ものであった。いかなカルタゴであれ,

北 アーフリカーに閉じ込め られていたままではどうい うかたちであれ終戦 を,

自発的にか受動的にか求めるだけであった。先の二度にわたるポエニ戦争でそ

れほどの打撃 を被 っていたことも事実である。

さて,こ こでローマ とカルタゴとの両者間で生 じた三度 目の戦いの動機 とも

なった ものは何であるのか,付 言 してときたい。表面的にはローマのカルタゴ
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に対 す る 『畏怖 の念 』Furchtと い う もの が 介 在 して お り,そ れ が我 々 ロー マ

史研 究 者 を して ます ます不 明瞭 に,歪 曲的 に,そ して不 条 理 にす る の で はあ る

が,第 三 次 ポ エ ニ 戦 争 が 勃 発 した の で あ る,とWernerやCassolaが 簡 単 直

戴 に述 べ て い るの は印 象 的 で もある2)。 これ こ そが,つ ま り 『脅 威 の 釣 合 』 か

ら次 第 に増 幅 して きた もので あ る。 しか しなが ら,こ の 『畏怖 の念 』 理 論 とい

うの は,Walbankが 言 って い る3)よ う に,た だ そ れ の み で この 戦 争 が 論 議iの

対 象 とな って い る もの で もな い 。戦争 の大 きな枠 組 と して正当性 を帯 びて くる,

そ う い っ た 類 い の 考 え方 で も あ る。 そ れ に対 して,Mommsen,Rostovtzeff,

FraserやPiganiolな どは,そ う した 『畏 怖 の念 』 の う え に カル タゴ重商主義

経 済 の破 綻 を理 由 の一 つ にあ げ て い る4)。 そ して,Kahrstedt,Gsell,Fergu-

son,Schur,HallwardやKienastな どは,ロ ーマ は カ ル タ ゴ に対 して で は な く,

ヌ ミデ ィ ア に対 して,つ ま りヌ ミデ ィア勢 力 の北 ア ー フ リカ ー浸 透 を中断 させ

る 目的で もってカル タゴ を破壊 した,と 断 じて い る`)。 と もか く,現 在 で は こ

う した動 因 を主 と しなが ら,何 らか の付 加 的 な動 因 をプ ラス してその必要 かつ

十分 な条件 を満 たそ う と してい る。 これ とは別 に,Adcockは 農 政 経 済 的 な側

面 か ら この 当 時,つ ま り前 二 世 紀 中庸 の政 治状 況 とい うの は若干 の史料 の証言

か ら して十九世紀 末か ら二十世紀初期 にか けての状 況 と一致す るよ うな節 が あ

る と も論 じて い る6)。 他 方 で は,こ う した状 況 も鑑 み て,Gelzer,Bilz,Zancan

やWalshな ど は,ヌ ミデ ィア の マ シ ニ ッサ の勢 力 に限界が あ った とす る立場

をとってい る7}。 そ れ とい うの も,我 々 が 保 持 して い る史 料 証 言 とい うの は全

く不十分 な信頼 性の 中で,本 当 に数 限 りな い 可 能性 を残 して きたため に他 な ら

ない。 それ に対 して,戦 前 に お け る この戦 争 の捉 え方 は,単 純 にカ トーの 名 と

,結 びつ け,ロ ーマ にお け る政 治 的路 線 の な かでのみ論議 の対 象 とされていた よ

うで ある。それが戦後 にな って,カ トー とカ ル タ ゴ問 題,つ ま り国家 壊 滅 と根

本 的 に分 離 す る方 向で考 え られてい る8)。 そ して地 中海 西 部 にお け る 際立 った

気 質 をもってい るんだ,と い うふ うに史 料 よ り考 え させ られる とい うか,邪 推

す るか の よ う に方 向性 を育 ませて い る気 もす る。当然 の こ となが ら,両 者 の 間

に戦 い を避 け よ う とす る抑止 力 の ような ものが働 か な くなって いた ことは確 か
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で あ ろ う 。

そ し て,ス キ ー ピ オ ー ・ア エ ミ リ ア ー ヌ ス は 都 市 カ ル タ ゴ の 炎 上 に 際 し て,

"ぎ σσεταの μαρ5τ αレπ・Z"δ21・b7L
.?7"1/1e・cZρ ウ

κα≧fiρiαPt・Cκα≧λαδぐ 乙δμμελ乏ωHρ ε6μ・`・."

(い つ か は そ の 日が 来 よ う とい う こ と,聖 い イ ー リオ ス もプ

リアモ ス もそ のプ リアモスの とね りこの,槍 もよろ しい兵 ど

も も滅 び去 る 日が。

呉茂一訳)

と落 涙 した,と い わ れ て い る。 カ ル タゴ の最 期 はそれほ どに悲惨 であ り,そ れ

ほ どに宿 命 的 で もあ った,と い う こ と を 『イ ー リアス 』 の 一節(6.448,449.)を

用 い なが ら,劇 的 に表 現 した の で あ ろ う。

そ の カ ル タゴの最期 に至 る まで を述べ ることか ら始 めたい。

1第 三次ポエニ戦争開始以前の状況

(a)ロ ーマ元老院内における状況9)

この戦いの前兆 となったのが,前153年 のカルタロの とった背反行動であ り,

前152年 に位置づけられるであろ うローマの使節 団によるカルタゴの統治状況

掌握であった。後者については,特 にカ トーのカルタゴでの見聞,個 人的経験

とい うのが,の ちのローマの新たなアーフリカー政策導入への足掛 りとなった

ようにもみえる。つ まり,カ ルタゴの商業的再興隆を考 えるだけでな く,ロ ー

マが仲裁 しようと決心 したときか ら北アーフリカーにおける敵対勢力 ただ

単に政治的経済的な勢力 を考 えるのではな く,ロ ーマのいわゆるアミキーテ ィ

ア関係 を中心 とす る道義的心情的なそれをも考慮すべ きであろう というの

を,そ の国土内に可視 し,推 測することは可能であろう。そ してそれが北アー

フリカーにおいては,カ ルタゴであった,と 考えるべ きであろう。 ともか くそ

の思想的背景には,た ぶんに個人的主観的な性質が見え隠れするのは否めない

し,あ の 『強力』なカルタゴが脳裏 に蘇 るの も無理か らぬ ところであろう。こ

うした状況の中で,カ トーはローマの社会階層にその煽動 を訴 えかけ,カ ル タ
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ゴに対 す る 『畏怖 の念 』 を焚 き付 けてい った10)。

そ れ は取 り も直 さず カ トー を して ローマ元老 院の 中で いわゆる一 『党派』(un

grupp・p・litic・)の意 見 を代 弁 主 張 して い た にす ぎなか った し,そ の他 方 で ス キ ー

ピオ ー ・ナ ー シ カー を中心 とす る他 の 『党派 』が あ った こ とも事実 であ ろ う。

彼 は,史 料 の 叙 述 で 述 べ られ て い る11),カ トー とは正 反 対 の 立 場 を取 って いた

のか,と い う とそ う は思 え ない節 もあ る。その根拠 とな る もの をここで簡単 に

明示 してお こう。戦 いの開戦以前,原 則 上 は宗 教 上 ・法 制 上 の性 質 をのみ もと

に して,つ ま り開戦 直前 に な って,さ らに もう一 度 政 治上,特 に外 交上 の性 質

を帯 びた 点 で対 立見解 を余儀 な くさせ る部分 が生 じて きたのであ ろ う12)。つ ま

り前150年 に な って,カ ル タゴ は明 らか に前201年 に締 結 して い た条 件 か ら逸 脱

した行 動 に出て しま う。そ してその時点 において もまだ カル タゴはローマ に対

す る宣戦布告 を根拠 のない,利 害 が 合 致 しな い が故 に,今 まで通 り躊 躇 の姿 勢

に変 わ りは なか った し,ロ ーマ 自身 も自 らの 内政 上 ・外 交上 の理 由か らカル タ

ゴ を一 種の 『磨耗物 』 として必要 と していたのであ ろ う'3)。この点 を して,ポ

セ イ ドニ ウス な どの よ う な後 世 の作家 は,そ の叙 述 の 中 で,非 歴 史 的 な繋 が り

を もた ら し くるカ トーの カル タゴ破壊構想 に対 してスキ ー ピオー ・ナー シカー

らの大 いな る抵抗が あ ったんだ,と 見 て い る14)。

そ う した結 果,前150年 に至 って,決 定 的 な破 局 が や って くる こ とにな った15)。

ロ ー マ元 老 院 は,た だ単 にポ エ ニ戦 争 を開始 す るだ けで な く,そ の 戦 い で カル

タ ゴ とい う国 家 の潰滅 を も目論 んで いた16)。と同 時 に,協 定 を結 び,開 戦 間 近

に な って秘 密 裏 に結 託 して しまった。そ してつい にその翌 年 にはローマ 自らの

安全 関与 を伴 ったカル タゴ との開戦 を布告 す るこ とに公然 と意義付 けを して し

まった,す な わ ち カ ル タ ゴの 前150年 の条 約 違 反 とい う ものが そ の 過 失 の最初

で はない,と 断 言 して17)。そ れ はあ た か も一 つ の意 見 の 主 張 と して,ロ ー マ 元

老 院総 体 で考 え を張 り巡 らせ ていたの とは正 しく相 違 して きた として も,ロ ー

マ そ の ものが この三 度 目の戦 い を一つ のサバ イバ ル な防禦 戦 と捉 え,押 しつ け

る よ うな か た ち とな った の は否 めない ところであ る。

(b)第 三 次 ポ エ ニ戦 争 の序 幕
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ローマ元老院内部の状況 については,前 述の通 りであるが,北 アーフリカー

における状況 を無視することはで きない。つまり,簡 単 にいえば,マ シニ ッサ

がカルタゴに対 して与 えた困難かつ屈服的な敗北は,カ ル タゴの内政的能力の

状況的変化 をもたらせた,と い うことがで きよう18)。ここで,カ ルタゴにおけ

る民主的な 『党派』の考 えというのは後退 りして しまう結果 になった。だか ら

その代表的な人物であったボエタルコイ ・カルタロとハス ドルバルは,表 面上

は前者が国家指揮権 を,そ して後者が陸軍指揮権 を有 していたのであるが,百

人会により他の被告入 と共に結局は死罪 を免れるので はあるけれども,そ の『党

派』の代表者 として死罪 を宣告 されている。そ してその見せかけの上での判決

で もって,ロ ・・一・・一マが抱 きつつあった前201年 の条約破棄 に関する憤激 を中和 し

ようとする試みが不調 に終わったことも事実であった19)。だが,こ こで対岸の

ローマにカルタゴ自身の信頼 を寄せていることを示す必要性 にも駆 られていた

ことも事実であった。 というの も,カ ルタゴとマシニ ッサ との間の係争がロー

マ元老院にも報告 され,そ の対岸に新たな軍団を配備 して,元 老院がその動員

目的を公に知 らせ ようとそうでなかろうと,リ ュビアまで海 を挟んで移動 しな

ければならないはめになろうとも,そ の準備については万端怠 りなかったこと

も事実である。

こうした状況下にあったわけであるが,そ のクロノロジカルな構成 を取 り敢

えずはここに示 しておこう。それ も吟味 をかねて,考 古学的な立場 を基盤 とし

ているPicardの ものをあげておきたい20)。ただ し,年 代は全て紀元前。

157

155

153

152?

151末

150

ローマ の新 たな仲裁

カル タゴで民主派,勢 力 を 回復

カ ル タゴ に カ トー一の使節団

カル タゴにス キー ピオー ・ナーシカーの使節 団

親 ヌ ミデ ィア派指導者,カ ル タゴか ら追 放

オ ロス コパ の 包囲21)

マ シニ ッサ ・大平 原 と トゥス カ地 方 を併呑

ハス ドルバル を含 む民 主派指 導者,カ ル タゴ で死 罪 判 決
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149初 ロ ーマ で ロ ーマ ・カル タ ゴ問 交渉

ウテ ィカ,ロ ーマ に寝 返 る

とい うふ うに,開 戦 まで の経 緯 を整 理 して い る。確 か に若 干の立場 の違 いはあ

る もののその時 間的な流 れ とい う面 で は,理 解 す る に問題 は な いで あ ろ う。

こ う した概観 を顧 みなが ら,第 三 次 ポ エ ニ戦 争 開始 まで に至 る,そ の序 幕 を

考 え て み た い 。 お そ ら く,前150/49年 に位 置 づ け られ るで あ ろ うが,カ ル タ

ゴの フ ェニ キ ア系 ライバ ル と して残 っていた ウテ ィカを して,以 後 決定 的 な影

響 を与 え る決 意 に立 ちなが ら,ロ ーマ に 自 らの 国 家 を委 譲 す る覚悟 を した22)。

こ う した な か で,ロ ーマ は戦 争 終 結 へ の 意 欲 を見 せ,前149年 の コ ー ンス ル に

戦 争 処 理 を委 任 した。つ ま り,マ ニ リ ウス は陸軍 指 揮 権 を,マ ル キ ウス ・ケ ン

ソ ー リヌ ス は艦 隊指揮権 を保持 して,こ と に臨 ん だ 。 そ して,軍 その もの は八

万 名 の 歩 兵 と四千 名 の騎兵 か ら構成 されてお り,艦 隊 はそ の 一方 五 段 擢 船50隻,

軽 装 艦100隻 そ して多 数 の 貨 物 船 や 異 な った タイプの ものか らな ってお り,そ

の 進 撃 方 向 は リ リ ュバ エ ウム で あ った,と 史 料 で は述 べ られ て い る23)。

こ う した ロ ーマ 軍 の作 戦 行 動 は カル タゴを意気消沈 させ るの に十分す ぎる く

らいで あった。すで にマ シニ ッサ との紛争 でカル タゴ軍 はその力 にゆ と りが な

くな っていた ことも蓋 しで あ った。過去 において繁栄 を誇 っていたあの海軍力

は,す で に色 槌 せ た状 態 で あ った。 つ ま り,こ の 時期 に至 って は,ロ ーマ の軍

事 的 潜在 能 力 は遙 か に カル タゴ を圧倒す る ものであ った。その うえさ らにカル

タゴに とって,厳 しい状 況 に追 い込 まれ て い た のは,ロ ー マ ・ヌ ミデ ィア 間の

協 定 の存 在で あった。 だか ら,単 な る外 交 手 段 で は全 く期 待 薄 の状 況が 目に見

えてい た。 しか し,そ の後 に及 んで も,ギ ス ゴ ー,ハ ミル カル,ミ ス デ ス,ギ

ッ リマ ス や マ ゴ を 中心 とす る使 節団24)に 権 限 を持 たせ て ロ ーマ に派 遣 し,現 状

を打 開 す る と共 に,カ ル タゴ に対 して ロ ーマ が派 兵 しない ように訴 えて いる。

彼 らが もって きた妥協 内容 とい うの は,あ る意 味 に お い て は無 条 件 降伏de-

ditioを も辞 さ な い とい う もの で あ り,そ の情 報 をそ の 当時 の プ ラ ェ トルであ

った グナエ ウス ・コルネ リウス ・レン トゥルスか あ るいはルーキ ウス ・ホステ

ィリウス ・マ ンキヌスのいず れかが元老 院で公 開 した よ うであ る。そ こで,元
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老院 はカル タゴの 自治 を,そ して国 家 体 制 の 存 続 を含 め て,保 証 した よ うで あ

る。 た だ し,そ の条 件 と して,三 十 日以 内 に カ ル タゴ元 老 院議 員 と政府 の成員

の子息三百人 を人質 と して リリュバエ ウム駐留 の コー ンスルに引 き渡 し,コ ー

ンス ルの 配 置 命 令 に従 う こ と,と い う もので あ っ た。 な る ほ ど,曖 昧 模 糊 と し

た文 言 『コ ー ンス ル の配置命令 』 とい う部分 はカル タゴの疑惑 を招 くに十分 な

素 地があ った。 しか しなが ら,そ れ は避 け る こ とので きな い所 定 の状況 の下 で

ローマ元老 院の要 求 に応 じざるを得 ない カル タゴの弱 み を も意味 していた25)。

30日 とい う期 限 ぎ りぎ りに,要 求 され た300人 の人 質 を リ リ ュバ エ ウム に移 送 し,

そ の地 を経 て 当 時 シケ ー リア の プ ラェ トルで あ った ク ィ ン トゥス ・フ ァビウ

ス ・マ クシムス ・アエ ミリアーヌス を通 じて ローマ に護送 されて い る26)。そ の

人 質 を通 じて,カ ル タゴ は 自 らの代 弁者 と して い たの だが,コ ー ンス ル を通 し

て 入 って くる情 報 に荘然 自失 の感 を否 めない よ うにな っていた こと も事実 であ

ろ う。 ウテ ィカの例 は,次 々 とで て くる要 求 をす で に示 唆 して余 りある もので

あった。

カル タゴが別の選択 を した途端,コ ー ンス ル に更 に公 使 を派 遣 す る と共 に,

今 度 は ウテ ィカ に対 して も派 遣 した。 ウテ ィカにおける宿営地 において,つ ま

りそ れ はス キ ー ピ オの宿 営 地 と同 じと考 え られ るのだが,コ ー ンス ルが 保 持 し

て い た ロ ー マ の軍 団兵 力 と同等 の もの を統 率 して お り,そ こで と う と うケ ン

ソー リヌ ス は あ らゆ る武器の引 き渡 しを要 求 した27)。そ れ に対 して,気 の 小 さ

い とい お うか気 の 弱 い といお うか,そ うい う性格 の抗 議 で も って そ の場 を乗 り

切 ろ うとしてお り,そ の せ いか 二 万 名 の軍 勢 の先頭 に立 っていたハ ス ドルバ ル

に申 し渡 された死罪 について もただ 同情 す るだけであ り,コ ー ンス ルが 与 えた

要 求 に不 安 を放任す る ようなか たちで無感覚 に応 えて いた といえ るであ ろう。

その後 で,よ うや く切 羽 詰 ま った状 況 に陥 って,全 体 の武 装 解 除 を しな けれ ば

な らな くな り,や っ と公 使 派 遣 と相 成 っ た28)。そ こで,プ ー ブ リウ ス ・コル ネ

リウス ・ス キ ーピオー ・ナ ーシカー ・セ ラ ピオ とグナエ ウス ・コルネ リウス ・

スキ ーピオー ・ヒスパ ーヌス は公使 とともにカル タゴに向 か って出発 した,も

ち ろ ん歓 待 の裏 が あ る こ とを承 知 して29)。
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またその武装解除された武器,つ まり二十万 にもなんなんとする武器,ほ ぼ

二千 に及ぶ投石器30}そ して無数の投槍や投て き兵器 を馬車 に積み込 んでの移動

は,カ ル タゴからウティカに向かうものであ り,そ の行進 にはカルタゴの公使,

行政府や元老院で重要な地位 を占めていた人物たち,そ して僧侶やカルタゴの

中で重要 な立場にあった人々が追従 していた。 こうしたカルタゴの名士たちは

全 く卑下 した行進 を続けることでコーンスルの共感 を呼び起 こし,ロ ーマの広

範 な要求を少 しで も和 らげようとしていた。

この ようなカルタゴ人たちの目的は,カ ルタゴ破壊 を至上命令 としていた元

老院決定を胸 中深 く秘めていたコーンスルの胸のうちに届 くどころか,そ の壁

を破 ることもで きないでいた。カルタゴの名士たちは帰路 を通 じてかな りの時

間をかけて,コ ー ンスルを説得 していたが,結 局 は骨折 り損で しかなかった3')。

そ してそのもとで,ロ ーマの最後通告 というのは,分 別のある態度決定 として

伝 えられるべ きものであったろう。外見上カルタゴ行政府全体の意思を代表 し

ていた30名 の行政府成員は,説 得に至 らなかったために,ウ テ ィカにまで赴い

ている。そこでマニ リウスは彼 らにローマの決定的要求 をぶつ けて きた32)。つ

ま り,カ ルタゴはその国家 を離れ,海 岸線 より80ス タデ ィオン内陸に入 って新

たに国家 を建設すべ きであろう33>,と い うものであった。これに関 しては,豊

富 な史料があ り,別 段問題 を生 じるわけではないが,そ の要求を受諾 しようと

しまい とにかかわらず,権 力 をしてカルタゴを術中に収めて しまったといえる

だろうし,将 来についても全 くその問題の本質が変化することはあ りえないで

あろう。その後,公 使団は狼狽状況 を脱 して,卑 下 した陳情者 として大地に身

を投げ伏せ さえ している34)。そこで,バ ンノ ・ティギ ッラス35)は一つの企て,

つま りローマ元老院と新たな交渉の糸 口を開いて も構 わない とい う許可を少な

くともコーンスルから苦心惨憺 して獲得 しようとしたが,し か しなが ら,こ の

望みはにべ もな く拒絶 されて しまった。そ してその最大唯一の公使団はカルタ

ゴに土産物な く帰国 しなければならなかった し,幾 人かは途中で同胞か ら受け

るであろう反応に恐れをな し逃亡 していった し,ケ ンソーリヌスはカルタゴ近

くにまで兵を進めてきた38)。
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状況がカルタゴにとって全 く不利 に展 開している中で,さ らにそれに輪 をか

けるように坂道を転げ落ちていった。すなわち,カ ルタゴ元老院の周辺で待機

していた群集は,そ の通知を知 らされるや,大 波が押 し寄せて くるが ごとく政

治的動揺が高 まりを見せ,暴 徒が公使団の方に殺到 し,そ の悲劇の使者 は砕 け

散 って しまった。イタリア系住民に暴行 を加え,国 家カルタゴの中でそのうね

りが ます ます大 きくなっていった37)。それは政治家連中を通 じてや っと所定の

動 きに戻 ったようである。ただこうした急激に変化 してい く事情の中で和平維

持 とい う心中を吐露 していたことも事実であろう。つ まりローマの要求受諾が

当然のことなが ら,ま った く見込みのない戦争へ と突入 してゆ くまでには,何

らかの形で説得工作 を続けて きたのか もしれない38)。その 日を通 じて,元 老院

でローマに対する宣戦布告が決定 された。そ して軍事総動員可能兵員 を奴隷や

解放 自由民 にまで拡大 していった39)。さらに,指 揮官 として,死 罪を申 し渡 し

ていたハス ドルバルを選出 し,そ の指揮権 を平地における もの として,マ シニ

ッサの孫に当たるもう一人のハス ドルバルに都市内における指揮 を任せ ること

になった40)。

2第 三次ポエニ戦争の経過

カルタゴにとってはどうに もや り切れない状況の中でローマ との最後の戦い

が始 まった。新たな軍団を形成 した くともそれだけの手勢のなさが見 えて くる

だけであ り,老 若男女 を問わず,自 らの手で昼 に夜 をついでの武器調達製造を,

カルタゴの聖なる広場で実践 した。例 えば,で きうる限 りの弩弓を作 ろうと,

婦女子 は髪を切 り,弦 を作 った り,と41)。 こうしてカルタゴは来たるべ くロー

マ との戦いに備えていた。

(a)前149年:コ ー ン ス ル,ル ー キ ウ ス ・マ ル キ ウ ス ・ケ ン ソ ー リ ヌ スL.

MarciusC.f.C.n.Censorinusと マ ニ ウ ス ・マ ニ リ ウ スM'ManiliusP.f.P.n.

一 方
,コ ー ン ス ル は 何 ら か の 考 え か ら都 市 カ ル タ ゴ攻 撃 を躊 躇 して お り,一

時 的 な 戦 争 へ の 熱 狂 的 状 況 か ら冷 静 に戦 争 を分 析 す る とい う方 向 へ と柔 軟 に転
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換 していた。 さ らに言 えば,こ の 時 期 に は と くに派 遣 軍 団 へ の重要物資供給 と

い う立場 か ら広義 の意味 にお ける軍 団維持 に重 点 を移 してい た ようで ある。 そ

して短期 的 に軍事力 に頼 って,ハ ドゥ リュ メ トゥム,レ プ テ ィス ・ミノル,タ

プ ソス な ど,ア コ ッラか ら ウテ ィカ に至 る地 域 を制圧 していた42)。そ れ 以 外 の

地 域 は まだハ ス ドルバ ルの制圧権 の中 にあ り,ネ フ ェ リス43)を 中心 に して ウ テ

ィカ か ら先 述 の 地 域 まで の強 い土地柄 的 な結 びつ きに頼 って掌 中 に抑 えて い

た44)。

こ こで,ど う して も除外 で きな い重 要 な観点 があ る。それ はローマ とヌ ミデ

ィァ との関係 に他 な らない45)。つ ま りマ シ ニ ッサ の処 遇 で あ る。 ローマ とヌ ミ

デ ィア との関係 とい うよ りも,も っ と明確 に言 え ば,ロ ーマ か ら派 遣 さ れ た コ ー

ンス ル とマ シニ ッサ との関係,と い った方 が 明 瞭 で あ ろ う。 ロ ーマ軍 のウテ ィ

カ上 陸に際 して,マ シ ニ ッサ は遅 れ て や って くるのであ るが,そ れ に対 して,

マ シ ニ ッサ は次 の よ う な内 容 の返答 をローマ軍か ら受 け取 った。「諸君 を必要

とす る ときに は,諸 君 に知 らせ るで あ ろ う。」 と。 そ して彼 はこれ を甘 ん じて

受入 れ,待 機 とい う態 度 に耐 え た。 この マ シニ ッサ の行動 には注 目して お く必

要が あろ う。

ともか く両 コー ンスルが ウテ ィカで行 った準備 とい うの は,お 粗 末 な もので

あ り46),都 市 カ ル タ ゴ を遠 巻 きに包 囲 すべ く,ケ ン ソー リヌ ス指 導 の海 軍 そ し

て マ ニ リウス指揮 の陸軍,共 に カル タゴ か ら離 れ る とい う作戦 を開始 した47)。

そ の考 え の 中 に は,正 面 攻 撃 で もって カ ル タ ゴ を堕 落 させ るの は簡単 だ,と い

う頭 が あ った。 そ れで カ ル タ ゴに至 る地 峡 に二 つの宿営 地 を設営 し,三 度 に わ

た る協 同攻 撃 を 開始 した のだが,逆 に簡 単 に跳 ね返 され て しま った。 この緒戦

で作戦行動 を変 える必要 に迫 られた。つ ま り前149年 にお け る ロ ーマ 軍 の 遠征

は全 くとい っていいほ ど成果が み られない ものであ った。ケ ンソー リヌスは,

しか しなが ら,破 城槌 構 築 を まず 考 え,特 別 編 成 の部 隊 で建 築 用 角 材 を求め,

南 下 した の だ が,カ ル タ ゴ の騎 兵 隊 長 ヒ ミル コ ・フ ァメアス47a)の 一 隊 に襲 わ

れ た りと難 行 苦 行 の攻 撃準備で あ った。 ケ ンソー リヌス はこの武器 で カルタゴ

に至 る南西の腔路 にある要塞 を攻撃 し,突 破 口 を見 出 そ う と した 。攻 撃 を受 け
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た損害箇所 はカル タゴ側の徹夜 になる作業でほぼ修復 され,逆 にローマの破城

槌 を使用不能にすべ く,カ ルタゴ軍は一転攻撃に転 じた。その間隙を縫 うよう

に,ケ ンソーリヌスは軍団を損害修復箇所の裂 け目か らカルタゴ内に送 り込ん

だのだが,結 局は逆 に奇襲を受け,立 ち往生 した ところを城壁下に兵を配置 し

ていたスキーピオー ・アエ ミリアーヌスの機転で事な きをえ,撤 退するだけと

い う惨めなものであった。これがその年の七月の状況であった。そ してケンソー

リヌスの軍団は,そ の うえ潟湖付近の作戦上比較的都合の良 くない位置に配置

されていたため,犠 牲 を被 り始めるとい う体た らくであった。そのため,宿 営

地 もケ ッレデ ィーネ付近の海岸線へ と移動 し,艦 隊はその前 に係留するとい う

状態であった47b)。

ここで,チ ュニス湾内における一般的な風向は北東か らであ り,そ の地に居

住 しているカルタゴ人にとっては都市城壁 を保護 しなが ら,ロ ーマ軍の位置を

明確 に し,ロ ーマ艦隊投錨地に向かって火船 を放つのは容易であろう48)。その

カルタゴの戦略の成功 によ り,ロ ーマ艦隊は壊滅的打撃を被 り,そ のうえケ ン

ソーリヌスは選挙のためにローマに帰還せ ざるを得 な くな り,北 アーフリカー

における軍団はマニ リウスの単独指揮下に入った。

マニ リウスは精力的に作戦行動 を実施 したが,そ の成果 は今一つの ものであ

った。彼 は前進基地をシデ ィ ・ボウ ・サ イ ド付近のカルタゴ北方に移動 し,カ

ルタゴ包囲網 を諦めて,軍 事物資の補給 に専心 した。 しか し安穏 と補給で きた

わけではなく,再 びヒミルコ ・ファメアスがその行動の脅威の的 となった。そ

こで一つの作戦 として,彼 はネフェリスにあるハス ドルバルの基地を,冬 の問

に攻撃 しようと計画 した。当時軍団将校であったアエ ミリアーヌスは反対 した

が,そ の作戦計画 を実行 に移 した49}。この作戦行動の中で,獅 子奮迅の活躍を

したのはアエ ミリアーヌスであった。二つの主たる行動が残 されている。一つ

は,軍 団を絶望的山あいの地か らの救出であ り,も う一つ は,撤 退中に敵に取

囲まれた ときに逆 に敵 を取囲むとい う巧みな方法 を実施 させた こと。特 に後者

においては,殺 害 されたローマの軍団将校の埋葬のためにハス ドルバルを説得

した りしている。 ともか く彼のこうした行動の中には,英 雄化 したがる後世の
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史料 の粉 飾 はあ ろ う し,喧 伝 的 な部 分 も多 々 あ ろ うが,そ う しなか っ た とは だ

れ もい え な いの も事 実で ある50)。

(b)前148年:コ ー ン ス ル,ポ ス トゥ ミ ウ ス ・ア ル ビー ヌ ス ・マ グ ヌ スSp.

PostumiusSp.f.Sp.n.AlbinusMagnusと ル ー キ ウ ス ・カ ル プ ル ニ ウ ス ・ピ

ソ ー ・カエ ソニ ヌスLCalpurniusC.f.C.n.PisoCaesoninus

この 年 の初 め,ア エ ミリア ー ヌ ス はマ シ ニ ッサ の もとに,彼 が 「我 々が あ な

た を必 要 とす る とき,あ な た は我 々 の もとに派 遣 され るであ ろう」 と語 って い

た ように,キ ル タへ と派 遣 され た。 ロ ー マ の指揮官 との問 に存在 してい た確 執

を越 え,マ シニ ッサ の要 請 に応 じた もの であ った。 とい うの も 『当時の諸王 の

中で最 も有能で強運 の持 ち主 』であ った古老 の王 マ シニ ッサ は,よ うや くそ の

長 寿 を全 う しつ つ あ ったか らであ る52)。つ ま り彼 の死 後 の 王 国存 亡 の 問 題が あ

った。彼 には,ミ キ プサ,グ ル ッサ,マ ス タナバ ル とい う三 人 の合 法 的 に後継

可能 な息子がお り,そ の利 害 関係 は想 像 以 上 に複 雑 であ った と考 え られ る。 そ

こで,ア フ リカ ー ヌ スか らヌ ミデ ィ ア王 とのパ トロ ン関係 を受 け継 い だアエ ミ

リアーヌスが,ヌ ミデ ィア に とって は正 し く親 愛 なる人物personagrataと し

て,こ の 問 題解 決 の た め,派 遣 され た と考 え られ る53)。結 果 的 に は ロ ーマ に有

利 に解 決 してい った点 においては,異 論 が な い と ころ で あ ろ う し,も はや 単 一

国 家 と して の面 影 を残 す のみにな っていたの も事 実であ ろ う。そ して アエ ミリ

ァーヌスは,外 交 面 を後 継 した グル ッサ を連 れて カル タゴに戻 り,ヒ ミル コ ・

フ ァメ ア ス に対 処 しよ うと した。 まさに,ロ ーマ の思 惑 通 りに北 ア ー フ リカー

の状況 は展 開 し始 めた。 ヒ ミル コが ローマに寝返 ったのであ る。そ してそ の仕

掛 け人 はアエ ミリアーヌスであ った。

ところで,カ ル プ ル ニ ウス ・ピ ソーが 艦 隊指揮官 と して副官 にマ ンキ ヌス を

伴 い,カ ル タゴ に到 着 した と きに,対 カ ル タ ゴ戦 略 の方 向転 換 が あ った。つ ま

り当面 カル タゴ包 囲網 に圧力 をかけた りとか,ハ ス ドル バ ル駆 逐 の 戦 略 とい う

もの が明 らかにな らなか った。 しか し,カ ル タ ゴ とは同盟 都 市 関係 に あ った,

例 え ば ク ルペ ア,ネ ア ポ リス とか ヒ ッポ ・デ ィア リュ トゥス な どの都 市が カル
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タゴか ら寝返 った。その因果関係 として,ロ ーマの示 した戦利品があげ られる

が,そ れ以上にローマが示 した示威行動が恐れをなさしめたと考 えるべ きであ

ろう。 こうした諸都市の寝返 りがカルタゴを圧迫 したことは事実であるし,そ

れが戦略的にみて,大 した成果が上が らなか ったとす る54)のは早計ではないだ

ろうか。ただ,ロ ーマ とカルタゴとの,当 時の力関係 を考 えた場合 に,疑 問が

残るのは致仕方 ない ところである。 しか しなが ら,カ ルタゴ側か ら見れば,正

しく延命 を図る戦いだ と意識 していたせいか,こ の年 における行動 はローマの

それとは比較 にならない ものであった。例えば,そ の根源 となったのがヌ ミデ

ィアではあったが,マ ウリ人のヌ ミディア侵掠行動が後継者たちの軋礫 を引 き

起 こし,そ れを利用するかの ようにヌ ミディア騎兵の一部 をカル タゴ側に取 り

込んだ り,あ るいはマケ ドニアの王アン ドリスコスにカルタゴ支援 を求めた り,

とローマの間隙をついた外交行動に出ていた。

ローマとしては,こ うした状況 を待ち望んでいなかった し,マ ンネリ化 した

戦局 を打開 しようとい う焦 りまで出てきたのではないだろ うか。それ とアエ ミ

リァーヌス という人物がむすびつ き,す でにローマに,い やアエ ミリアーヌス

に投降 していたヒミルコを伴 うという彼の戦績 を見せつけられては,世 論の盛

り上が りと共に,も はや選択の余地はなかった といった も過言ではなか った。

コー ンスルである。そ して,副 官 に親友のラエ リウスを指名 した。 ともか く,

彼のコーンスル選出については様 々な疑問が出て くるが,そ れについてはすで

に若干論述 しているので ここでは触れないでお きたい55)。

(c)前147年:コ ー ン ス ル,プ ー ブ リ ウ ス ・コ ル ネ リ ウ ス ・ス キ ー ピ オ ー ・ア エ

ミ リ ア ー ヌ スP.CorneliusP.f.P.n.ScipioAemilianusと ガ ー イ ユ ス ・ リー

ウ ィ ウ ス ・ドル ス スC.LiviusM.Aemilianif.M.n.Drusus

さ て,ア エ ミ リ ア ー ヌ ス は,直 接 投 票 に よ っ て ア ー フ リ カ ー に お け る指 揮 権

を獲 得 し,ロ ー マ と 同 盟 諸 都 市 か ら補 充 兵 を徴 集 し,前147年 春 に は 任 地 の ア ー

フ リ カ ー に 到 着 した 。 そ こ で 彼 が な した 最 初 の 仕 事 は,各 史 料 間 の 矛 盾 は あ る

が,マ ン キ ヌ ス が す で に カ ル タ ゴ ・メ ガ ラ地 区 に差 し向 け て い た 兵 力 の 救 出 作
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戦であった55a)。例えば,そ の史料 問の矛盾 ということについて,App.は アエ

ミリアーヌスの艦隊到着 によって最終的には回避できるであろうとい う安易な

考えか ら無謀な作戦が実施 されていた,と 伝 え,ま たLiv.や 他 のラテ ン諸史

料 によれば,マ ンキヌス自身がある程度の成果を収めていたにもかかわ らず,

Polyb.に よる親スキーピオー的な説明によってそれが歪 曲されているのではな

いか,と 疑問をもっている,と いった具合である。 しか しここで,否 定で きな

いことは,ロ ーマ軍の訓練 を行い,そ の士気 を回復することに重点がおかれて

いたとい うことである56)。この期間を通 じて,か れはローマ軍 を再び戦闘能力

が前面に出て くる軍団に仕上げた。

その一方で,カ ルタゴ軍 は次 にくるローマ軍の攻撃に対 して準備可能な配備

に集中 していた。ハス ドルバルがカルタゴに呼び戻 され,ビ ュティアスがヒミ

ルコに代 わ り,騎 兵の指揮 を とり56a},ネ フェリスに駐屯 していた部隊は,ギ

リシア人傭兵隊長のディオゲネスにその指揮 を委ね,呼 び戻 されたハス ドルバ

ルは六千の兵力で三重 の要塞防禦線の西側の地峡 に配備 されていた56b)。それ

は少な くともアエ ミリアーヌスが陸路づたいにカルタゴを包囲する作戦 をとっ

たときに,そ れを遅 らせ ようとするものであった ようだ。

士気が回復 した軍団を連れて,ア エ ミリアーヌスはカルタゴに対 して最初の

行動に出た。つ まり,メ ガラ地区西方の二つの要塞に攻撃を仕掛けた。防壁 を

越えて四千の兵力 を侵攻 させたが,そ こは果樹園で無数の潅概水路が交差 し,

戦闘には不向きな地形であったために,た め らうことな く撤退 した。士気回復

以前の軍団であれば,す でにカルタゴの地形 も頭 にあ り,こ の 「計画的撤退』

は敗北の疑念 を生 じさせ るもの となりうるであろうが,こ こに戦闘に対する彼

の用意周到 さがある。それとは逆 にこの点で計算間違 いを犯 したのはハス ドル

バルの方であった。 自らの軍団の発意向上 を熟考 して,ロ ーマに対 して最期 ま

で抵抗すべ く,そ して兵士 を鼓舞すべ く,ロ ーマ兵捕虜 に対 して残虐行為に走

った。 ともか く,ア エ ミリアーヌスは,こ のメガラ地区か らの攻撃が,そ の背

後に堅守のビュルサ地区やコ トンを含む港湾地区を控 えているために,容 易 な

らざることである,と 気づいた。それ と共に,強 襲によって しかローマの活路
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が開かれないことにも気づいた。それで とりあえず軍備拠点構築によってカル

タゴの強靭 さと意志の強固さを飢 えによって弱体化 しようとした。

その軍備拠点構築 については,全 軍が昼夜 を問わずに20日 の間間断な く働 き,

カルタゴか らの攻撃 を受 けなが らのものであった。Polyb.に よれば,二 つの平

行 なii近壕が潟湖か ら潟湖へ と地峡の距離,お よそ25ス タデ ィオンに見合 って築

かれた,と57)。 そ して錘壕の四辺形 をした要塞が構築 され,東 側 には見張 り台

を建設 された。App.は,意 識 してか,こ の錘壕要塞の構造の多 目的性 を説明

しようとしている58}。ともか くこの要塞構築によって,カ ル タゴへの供給 ルー

ト並 びにその行動 を完全に遮断 して しまったことは事実である。 さらには,こ

の要塞化でカルタゴの侵入 に対 して相対的に安全性 を確保することに もなった。

そ ういう攻守両用に渡る威力 を発揮すると共 に,都 市カルタゴの全貌を目の当

た りにするもので もあった。 しか しなが ら,だ か らといって,港 湾地区に至る

まで連続的に攻撃で きるような単純な都市構造 をもっていなかった。

次 に,ア エ ミリアーヌスはカルタゴに海上から接近する供給行動 に目を転 じ

た。一見,ロ ーマ海軍による効果的な封鎖 を維持 しゆ くことは不可能の ように

見えた。 しか し彼の計画は大胆な ものであ り,カ ルタゴ外港の南側 を横切 り,

ほぼ700メ ー トルにも及ぶ大堤防構築 で港か らの通常出入口を封鎖す るとい う

ものであった59)。カルタゴに してみれば,そ の行動の意味を計 りかねると共に,

その緩慢 な動 きか ら計画そのものを不可能な もの と思 っていたのか もしれない。

しか し,そ の計画の意味 を悟 った後のカルタゴの行動は,円 形港か ら直接海路

を建設するというもので,婦 女子 までも動員 して素早 く対応 した。それ と同時

に,円 形港では新 たな艦隊建造 という熱狂的な行動 までとられた。その新艦隊

はローマの海軍を叩 くべ くケ ッレディーネ沖に移動 したが,そ の大胆不敵 な行

動力 とカルタゴを守ろうとする高適な精神 とは裏腹に,ロ ーマ艦隊攻撃の機会

を逃 し,何 らかの海戦が報告 されてはいるが,そ れは重要 なことではない60)。

この翌 日,ア エ ミリアーヌスはカルタゴ商業埠頭の攻撃 を開始 し,攻 城機 を用

いて戦略上のカルタゴ防衛拠点を叩いた。その夜のカルタゴ側の襲撃がローマ

軍 を恐慌状態 に陥れたため,ア エ ミリアーヌスは戦場放棄者 を検挙す るという
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行動 を取 らねばな らなか った。そ して互 いの根 比べ の ような防禦攻撃 が繰 り返

され た。 この込 み入 った戦況 が カル タゴ攻 囲戦 を決定 的な段階へ と もた らして

い った。つ ま り,そ の年 の 晩夏 に は,攻 囲 を継 続 す る た め の軍 事 的成 果 がほ と

ん どなか った,と い う点 で 。 とい うの も,カ ル タゴへ の供 給 物 資 が まだ ど こか

らともな く到着 していたか らであ る。そのため この冬 の間 に,そ の ル ー トを断

ち切 る戦 略 を立 て た。 その攻撃 の主要 目標 は,デ ィオゲ ネ ス の指 揮 の も とネ フ

ェ リスの要塞 に陣地 を=構え て い た カル タ ゴの 軍 団 で あ った。 ローマ は,そ の主

要 目標 を叩 くべ く,ラ エ リウス 指揮 下 の 一 部 隊 を陸 路 か ら,そ して アエ ミ リア ー

ヌス 自身 の指 揮の もとチェニス湾 を横切 る別部 隊 をそ こに集 中 させ た。 と同時

に,ア エ ミリア ー ヌ ス は カ ル タ ゴ包 囲網 が維持 されて いるか どうか の確認 のた

め,ネ フ ェ リス とカ ル タゴ との 間 の連携 を継続 的 に もって いた。 その結果,ネ

フ ェ リス 要塞 は陥 落 し,残 る は ま さ し くカル タ ゴそ の もの だけ とな った。

こ う した戦況 の中で,こ の冬,ハ ス ドルバ ル は,グ ル ッサ を介 在 に して,ロ ー

マ との講 和 を求 め よ う と打 診 してい た。彼 の計 算 で は,新 た に前146年 の コ ー

ンス ル が や って くるの を アエ ミリアーヌスが恐 れてい るので はないか,と い う

考 えが あ った 。 そ の た め,ア エ ミリ アー ヌ ス が そ の講 和 を快 く受 け入 れ るだろ

う とい う思惑 があ った61)。 しか しな が ら,彼 が 自分 を犠 牲 に して まず カ ル タゴ

を救 お うとした言質 とは裏腹 に,カ ル タ ゴの 人 々 が飢 え を凌 い で いる間,こ の

太 鼓 腹 で 赤面 症 の 人 物 は,祝 宴 を開 い た り,痛 飲 を した り,の 日々 を過 ご して

い た 。

3前146年:カ ル タゴ の滅 亡

と もか く,ア エ ミ リ ア ー ヌ ス の指 揮 に 関 して は,こ の 年 も彼 が カ ル タ ゴ に
coupdegrace

止 めの一撃 を与 えるべ く,ハ ス ドルバ ル の思 惑 と は逆 に拡 充 され,そ して こ の

春 早 く組 織 的行 動 に出 た。 その彼 の最初 に とった行動 は,宗 教 的 な もの で あ っ

た。 つ ま り,evocatio(神 の召喚),そ の 意 図 の 中 に は ま さ に陥 落 して ゆ くカル

タゴの守護神 を見捨 て させ る もので あ った62)。そ してdevqtio(神 の帰依),つ

ま り独 裁 者 とか 将軍 を運 命 づ け,カ ル タゴ そ の もの や軍 隊 を逆 に下界 の諸権 力
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に捧げる,と い うものであった63)。

一方
,彼 の軍事行動はといえば,カ ル タゴ商業埠頭劫掠から始 まった。ラエ

リウスは,ハ ス ドルバルが四辺形港付近に位置する木造建造物に火 を放 った混

乱 に乗 じて,コ トンの円形港にまで前進 した64)。そ して コ トンとビュルサの問

にある城壁 に果敢 に攻撃を加えた。そ して夕刻 までにアエ ミリアーヌスはカル

タゴのフォルムまで突破 した。その翌 日,新 たに四千に及ぼうとす る兵力 を注

ぎ込んだが,そ れは戦闘 とい うよりはむしろ略奪のためであった。それ もロー

マの軍団がその奥 に位置 していたカルタゴのアポロン神殿 を占拠 し,そ の金泊

に包 まれた神殿 を目の当た りに したためであった64a)。

そ して攻撃の手が再開 された ときに,ロ ーマにとっては勝利への正念場 とな

った。その前方にはエシュムーン神殿をいただ くビュルサの要塞があったか ら

である。フォルムか らその要塞に近づ くには,三 本の急勾配の道な りがあ り,

それぞれの道な りの両側には高層家屋が立ち並んで,そ れが ローマ軍の行 く手

を阻んでいた。そ してこの進撃の攻防戦は冷酷無比に六 日間に渡 って続いた。

そこにローマは波状攻撃 を繰 り返 し,ア エ ミリアーヌスはその指揮官 として,

忍耐強 くそ して間断な く攻撃 を指揮 した65)。その攻防戦の終盤にいたって,ア

エ ミリアーヌスは最終攻撃のために家屋 という家屋 を焼 き尽 し,広 々 とした空

間確保のため石材 除去 を命 じたせいで,家 屋内に隠れていた老人,病 人,負 傷

者が非業の死 を遂げるという悪夢のクライマ ックスを現出 した。そ して行軍路

の穴は死者で埋め尽 くされていった66)。しか しなが ら,大 きな疑問として,こ

の行動がアエ ミリアーヌス自身の計画で もってなされたのか どうか,あ るいは

瞬間的な感情の極みだったのか,が 残 る。ともか く,六 日間にわたった市街戦

の後に,籠 城拠点 よりカルタゴの嘆願者たちが若干数現れた。つ まり,生 命乞

いであった。アエ ミリアーヌスがそれに同意 した後 に,五 万名 に及ぶカルタゴ

攻囲戦の残存者,婦 女子が裏門か ら姿 を現 した6')。彼 らはローマの監視下にお

かれた後,奴 隷 として売 り払われた68)。そ して一段落 した後には,ハ ス ドルバ

ル と妻,二 人の子供,そ してローマ軍の戦場放棄者九百名が残 され,し ばらく

の問エシュムーン神殿境内に留置 されていた。その中で,最 初 にハス ドルバル
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の気力がi萎え失せ,ア エ ミリアーヌスの足下で生命乞いをはじめたが,そ れを

見 た彼 の妻は夫 を臆病者の売国奴 と悪口罵言 し,二 人の子供 を殺 してか ら自ら

を炎の中に投げ込んだ。 こうして焦燥感漂 うカルタゴ攻囲戦 は幕を閉じた69)。

ただ,そ の後には都市カルタゴの物理的な破壊だけが残 っていた。アエ ミリ

ァーヌスの私兵 を中心 にしてローマ軍が都市の略奪 を認め られ,戦 いのあとの

貴金属宝物の略奪が行われた。そ して,都 市その ものは十 日間にわたって燃や

し尽 くされ,フ ェニキア ・カルタゴの歴史的実体は物質的にも政治的にも地中

海か ら姿を消 し去 って しまった。

この ように,カ ルタゴが炎上粉砕 される最期の段階で,ア エ ミリァーヌスが

涙 して,そ の 『運命』の不整合 さや 『人事』の道義性 をそこに見たとい うエ ピ

ソー ドがあるが,こ れはあながち信 じられないことではないであろう。 という

の も,彼 はすでに前167年 の ピュ ドナの戦いの折 り,彼 の実父 アエ ミリウス ・

パウルスのもとにマケ ドニア王ペルセウスが投降す る状況 を目の当た りに して

お り,そ のとき,パ ウルスが 『運命』の移ろいやす さを語 ったその場にいた青

年将校の一人で もあ り,カ ル タゴ滅亡直前の冬,ハ ス ドルバルの嘆願 を聞きな

が らもそれを無視するとい う状況にもあ り,養 祖父 アフリカーヌスを凌駕する

ような絶頂期にあ り,最 も誹諺 中傷 されやすい時期で もあった。 まさに実父パ

ウルスはそのよい例で もあった。 また,こ うしたアエ ミリアーヌスの言動の真

意 を図ることに時間をかけ過 ぎる余 り,そ の真意 を決することにのみ議論が集

中 しているが,実 際史料 に見えるアエ ミリアーヌスの言動 は,ロ ーマ対 カルタ

ゴの戦いの中でその本質的な終局 を考えさせ る忠告す ら我々に与えてい るよう

に思えてな らない。

むすびにかえて

以上,縷 々のべて きたわけではあるが,結 局 はローマの対外政策 とそれに対

してカルタゴの反応 ということに話 は尽 きよう。 しか しその単純かつ明快な歴

史的事実の中か ら,我 々はそのそれぞれの対応の仕方,と いったものを明確に

学 び取 ることがで きるのではなかろうか。ローマにはローマな りの苦心の跡が
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あ り,ま た カ ル タ ゴ に は カル タ ゴ な りの苦慮 の跡 があ り,そ こ にそ れぞ れ の 人

物 が 絡 み合 って くる。一見 して,簡 単 な歴 史 的事 実 で はあ るが,し か しそ こに

国家 間 の機 微,人 物 相 互 間 の機 微,と い った もの が微 妙 に作 用 して いた ようで

ある。 この第 三次 ポエニ戦争 の経緯 は,そ の点 を示 唆 して余 りあ る もので ある。

だか らこそ,ア エ ミ リアー ヌス が ホ メ ロス を引用 した よ うな,そ う した終 末 が

一 見 ま こ と しや か に語 り継が れてい った りす るので はあ る まいか
。 ともか く,

この戦 い で ロ ー マ は以 後 の地 中 海世界 に君 臨すべ くその野心 を満 喫 してい くこ

とにな る。一一方,カ ル タゴ は地 上 か らそ の姿 を消 し去 って しま う。 しか し歴史

とい うのは皮 肉に も 『ローマ』の中 にまた違 った形 で 『カル タゴ』 を蘇 らせ て

しまう。 まさ しく歴史 の断層 であろ う。

第三次 ポエ ニ戦争 の経緯 あるいは経過 に関 して,た だ単 な る歴 史 的教 訓 と し

て,こ れ を考 え る だ け で は な く,さ らに正 確 に一 つ 一 つ の事 実 を吟 味 して その

考 えが さらに重 み をなす努力 は これか ら も続 けてい く必要 があ ろ う。そ こにこ

そ,歴 史 の 中 に お け る 『カ ル タ ゴ』 の存在意義が あ るような気 もす る。

『カル タゴ』その もの を理解す るうえで も,そ の最 期 は重 要 な意 味 を もって く

る。つ ま り,そ の存 立 基 盤 を商 業 取 り引 きに おいていたがゆ えに,軍 事 大 国 と

して の し上 が って きた 『ローマ 』 とは全 く違 った視点 を維持 してお り,そ の視

点 が 一 時 的 に地 中海 世 界 か ら姿 を消 して しまう,と い う観 点 で もあ る。 商 業 的

信 用 を背後 の傭兵 的軍事力で カバ ー しようと したが,国 民 皆 兵 的 な軍事 力 に は

結 局 歯 が 立 たなか った ことをも意味 している。 それで もその宿命 を打 開すべ く

最後 にローマ に挑 んで敗 れ去 って しまった。
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